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オ
ン
タ
リ
オ
州

規
則
一
九
四

民
事
訴
訟
の
規
則

手
続
の
開
始

規
則
第
一
四
条

最
初
の
手
続

第
一
四
条
〇
四

離
婚
訴
訟
―
申
立
書
に
よ
り

離
婚
訴
訟
を
開

始
す
る
た
め
の
最
初
の
手
続
は
、
離
婚
の
訴
（
型
式
六
九
Ａ
ま
た
は

六
九
Ｂ
）
で
あ
る
。
た
だ
し
、
細
則
・
六
九(

�)

す
で
に
当
事

者
で
は
な
い
人
に
対
す
る
反
訴
（
型
式
六
九
Ｇ
）
に
よ
り
規
定
さ
れ

る
場
合
を
除
く
。

規
則
第
六
九
条

離
婚
訴
訟

第
六
九
条
〇
一

民
事
訴
訟
規
則
の
適
用

(

�)

訴
訟
に
適
用
す

る
民
事
手
続
規
則
の
す
べ
て
は
、
第
六
九
条
〇
三
よ
り
第
六
九
条
二

七
を
除
い
て
、
必
要
な
修
正
の
う
え
、
離
婚
訴
訟
に
適
用
す
る
。

(

�)

そ
れ
ら
は
控
訴
裁
判
所
の
家
庭
裁
判
所
の
手
続
に
適
用
し

な
い
。
そ
こ
で
は
オ
ン
タ
リ
オ
規
則
一
一
四
／
四
九
（
家
庭
裁
判
所

規
則
）
一
一
四
／
九
九
が
支
配
す
る
。

第
六
九
条
〇
二

定

義

第
六
九
条
〇
二
よ
り
第
六
九
条
二
六
に

お
い
て

�
法
律
�
と
は
離
婚
法
（
カ
ナ
ダ
）
を
意
味
す
る
。

�
婚
姻
に
よ
る
子
ど
も
�
と
は
本
法
の
第
二
条
と
同
じ
意
味
を
も
つ
。

第
六
九
条
〇
三

申
立
書

一

般
。

(

�)

離
婚
訴
訟
を
開
始
す
る
最
初
の
手
続
は
離
婚
申
立
書
で
あ
る

（
型
式
は
第
六
十
九
条
Ａ
よ
り
第
六
九
条
Ｈ)

。
た
だ
し
、
第
六
九

条
〇
九(

�)

に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
例
外
を
除
く
。

(
�)

婚
姻
証
明
書
ま
た
は
婚
姻
の
登
録
許
可
書
は
訴
が
提
出
さ
れ

る
以
前
に
フ
ァ
イ
ル
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

(

�)

訴
訟
を
開
始
す
る
当
事
者
は
原
告
と
よ
ば
れ
、
逆
の
当
事
者
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は
被
告
と
よ
ば
れ
る
。

○
姦
通
を
引
き
起
し
た
と
主
張
さ
れ
る
人
。

(

�)
被
告
配
偶
者
が
姦
通
を
引
き
起
し
た
と
主
張
さ
れ
る
訴
に
お

い
て
、
引
き
起
さ
れ
た
と
主
張
を
し
た
他
の
人
の
名
前
を
の
べ
る
必

要
は
な
い
。

・
離
婚
の
た
め
の
共
同
訴
訟
。

(

�)

夫
婦
は
被
告
な
し
に
共
同
し
て
離
婚
訴
訟
を
開
始
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

(

�)

離
婚
の
た
め
の
共
同
訴
訟
人
は
、
離
婚
以
外
の
い
か
な
る
救

済
も
含
め
る
べ
き
で
な
く
、
も
し
適
用
で
き
れ
ば
、
合
意
に
も
と
づ

く
命
令
が
可
能
で
あ
る
。

○
救
済
の
た
め
の
請
求
。

(

�)

扶
養
の
請
求
ま
た
は
財
産
の
分
割
の
請
求
を
含
む
訴
は
、
求

め
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
救
済
の
性
質
お
よ
び
量
を
指
示
し
、
か
つ
、

も
し
扶
養
料
が
請
求
さ
れ
る
な
ら
ば
、
各
自
の
扶
養
料
の
額
を
表
示

す
る
。

第
六
九
条
〇
四

訴
状
の
送
達
。

・
送
達
の
方
法
。

(

�)

訴
状
は
被
告
に
個
人
的
に
、
ま
た
は
細
則
に
従
っ
て
（
一
六
・

〇
三(

�)

〜(

�))

、
ソ
リ
シ
タ
ー
に
よ
る
送
達
の
受
領
、
受
領
カ
ー

ド
の
承
認
を
伴
う
郵
送
に
よ
る
送
達
で
行
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
裁
判

所
が
	
代
用
送
達


ま
た
は
	
送
達
に
よ
る
免
除
に
関
す
る
第
一
六

条
〇
四
の
も
と
で
命
令
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

(

�)

訴
状
を
個
人
的
に
送
達
す
る
こ
と
を
望
む
人
は
、
被
告
に
、

申
立
書
の
裏
面
に
送
達
を
承
認
す
る
旨
を
署
名
す
べ
く
請
求
し
、
か

つ
、
被
告
の
署
名
に
対
す
る
証
人
と
し
て
署
名
す
る
か
、
ま
た
は
時

に
応
じ
て
、
被
告
が
さ
き
の
承
認
の
署
名
を
し
た
事
実
を
記
録
す
る
。

・
姦
通
に
巻
き
込
ま
れ
た
と
主
張
す
る
人
。

(

�)

訴
状
が
被
告
と
の
姦
通
に
巻
き
込
ま
れ
た
と
主
張
す
る
人
の

名
前
を
記
載
す
る
と
き
、
そ
の
人
に
送
達
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
た

だ
し
、
裁
判
所
が
、
当
初
の
手
続
の
規
則
第
一
六
条
に
よ
っ
て
承
認

さ
れ
た
方
法
に
よ
る
か
、
ま
た
は
訴
状
の
コ
ピ
ー
を
彼
ま
た
は
彼
女

の
最
後
に
知
れ
て
い
た
住
所
に
郵
送
す
る
こ
と
に
よ
り
行
わ
れ
る
。

・
申
立
人
は
個
人
的
に
送
達
に
価
し
な
い
。

(

�)

個
人
的
に
送
達
さ
れ
る
申
立
は
、
申
立
人
以
外
の
人
に
よ
っ

て
送
達
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

・
オ
ン
タ
リ
オ
以
外
で
の
送
達
。

(
�)

訴
状
は
オ
ン
タ
リ
オ
以
外
で
は
裁
判
所
の
命
令
に
よ
っ
て
送

達
さ
れ
る
。

・
広
告
に
よ
る
代
用
送
達
。
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(
�)

新
聞
紙
上
で
の
広
告
に
よ
り
、
訴
状
の
送
達
に
代
え
る
と
き

は
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
命
じ
ら
れ
た
広
告
は
（
型
式
六
九
Ｃ
）
に
よ

る
も
の
と
す
る
。

第
六
九
条
〇
五

訴
状
を
送
達
す
る
日
取
り
。
訴
状
は
そ
れ
が
発
行

さ
れ
た
の
ち
六
カ
月
以
内
に
送
達
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
六
九
条
〇
五
・
一

命
令
的
な
情
報
計
画
。

・
規
則
の
適
用
。

(

�)

こ
の
規
則
は
、
ト
ロ
ン
ト
に
お
い
て
一
九
四
八
年
七
月
一
日

以
降
に
開
始
さ
れ
た
離
婚
、
費
用
お
よ
び
別
居
合
意
の
条
項
の
結
合

ま
た
は
以
前
の
裁
判
所
命
令
が
探
求
さ
れ
る
。

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
。

(

�)

こ
の
規
則
に
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
段
ど
り
は
、
離
婚
手
続

の
当
事
者
に
別
居
お
よ
び
法
手
続
き
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
、

�

裁
判
所
の
手
続
へ
の
代
案
を
含
め
て
、
不
和
を
解
決
す
る

た
め
に
利
用
で
き
る
選
択
。

�

親
の
離
別
が
子
に
及
ぼ
す
衝
撃
お
よ
び

�

別
居
か
ら
生
じ
る
諸
問
題
を
と
り
扱
う
の
に
利
用
で
き
る

手
段

の
よ
う
な
話
題
に
つ
い
て
の
情
報
を
含
む
で
あ
ろ
う
。

・
出
席
が
強
制
さ
れ
る
。

(

�)

細
則(

�)

に
の
べ
ら
れ
た
手
続
へ
の
各
当
事
者
は
手
続
の
開

始
後
四
五
日
ま
で
に
手
続
に
出
席
す
る
も
の
と
す
る
。

・
出
席
す
べ
き
指
名
。

(

	)

原
告
は
彼
ま
た
は
彼
女
自
身
の
手
続
へ
の
出
席
を
措
置
し
、

手
続
を
と
る
人
か
ら
被
告
の
氏
名
を
入
手
し
、
か
つ
、
被
告
の
手
続

へ
の
参
加
を
通
知
す
る
。

・
証
明
書

(


)

手
続
を
主
催
す
る
人
は
、
出
席
す
る
各
当
事
者
に
出
席
証
明

書
を
交
付
し
、
で
き
る
だ
け
早
く
記
録
に
フ
ァ
イ
ル
さ
れ
、
か
つ
、

細
則(

�)

に
認
め
ら
れ
た
時
期
よ
り
遅
れ
て
は
な
ら
な
い
。

・
そ
の
他
の
処
置
。

(

�)

各
当
事
者
は
、
彼
ま
た
は
彼
女
の
出
席
証
明
書
が
交
付
さ
れ

る
以
前
に
い
か
な
る
手
段
も
と
る
べ
き
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
被
告

が
答
弁
書
を
送
達
し
、
か
つ
、
フ
ァ
イ
ル
し
、
一
方
当
事
者
が
細
則

(

�)

の
も
と
で
事
件
の
協
議
会
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
例
外
。

(

)

裁
判
所
は
、
一
方
当
事
者
の
発
議
に
よ
り
、
細
則(

�)

よ
り

(
�)
お
よ
び(

�)

は
、
当
事
者
に
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
緊
急
性
、
困
難
性
ま
た
は
正
義
の
観
念
に

反
す
る
か
ら
で
あ
る
。
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・
ケ
ー
ス
協
議
会
。

(
�)

中
間
的
救
済
の
た
め
の
動
議
が
と
り
上
げ
ら
れ
る
以
前
に
、

当
事
者
は
判
事
と
共
に
ケ
ー
ス
研
究
会
に
出
席
す
る
も
の
と
す
る
。

(

�)

ケ
ー
ス
研
究
会
の
目
的
は
下
記
を
含
む
。

�

争
い
の
対
象
を
な
す
争
点
と
そ
う
で
な
い
も
の
を
明
確
に

す
る
。

�

代
替
的
な
裁
判
所
手
続
を
含
め
、
紛
争
の
あ
る
争
点
を
解

決
す
べ
き
調
査
的
方
法
。

�

も
し
可
能
で
あ
れ
ば
、
事
件
が
審
理
に
い
た
る
以
前
に
と

ら
れ
る
べ
き
特
別
な
手
続
の
た
め
の
合
意
を
得
る
こ
と
、
か
つ
、

�

も
し
そ
れ
が
妥
当
で
あ
れ
ば
、
和
解
協
議
を
も
つ
こ
と
。

・
事
件
の
協
議
を
す
る
前
に
要
求
さ
れ
る
手
段
。

(

�)

当
事
者
は
事
件
の
協
議
が
始
ま
る
二
日
前
の
午
後
二
時
ま
で

に
次
の
よ
う
な
手
続
を
と
る
も
の
と
す
る
。

１
、
各
当
事
者
は
彼
ま
た
は
彼
女
の
出
席
の
意
思
を
確
認
す
る

こ
と
。

２
、
原
告
は
送
達
の
証
拠
、
事
件
の
手
続
的
な
協
議
を
送
達
し
、

か
つ
、
フ
ァ
イ
ル
す
る
こ
と

３
、
被
告
は

(

	)

事
件
の
簡
単
な
協
議
内
容
、
ま
た
は

(


)

原
告
の
事
件
協
議
書
と
ち
が
っ
て
い
る
点
を
簡
単

に
の
べ
る
。

・
廃

止

(

�)

こ
の
規
則
は
二
〇
〇
七
年
一
二
月
三
一
日
に
取
り
消
さ
れ
て

い
る
。

第
六
九
条
〇
六

訴

状

(

�)

離
婚
訴
訟
に
お
い
て
、
訴
状
は
、

も
し
あ
る
と
す
れ
ば
、
請
願
（
形
式
第
六
九
条
Ａ
ま
た
は
第
六
九
条

Ｂ)

、
回
答
（
形
式
第
六
九
条
Ｄ)

お
よ
び
返
事
（
形
式
第
六
九
条

Ｅ
）
か
ら
成
り
立
つ
。

(


)

反
訴
に
お
い
て
、
請
願
は
反
対
請
願
（
形
式
第
六
九
条
Ｆ
ま

た
は
第
六
〇
条
Ｃ)

、
反
対
請
願
に
対
す
る
回
答
（
形
式
第
六
九
条

Ｈ
）
お
よ
び
も
し
あ
れ
ば
、
反
対
請
願
に
対
す
る
回
答
へ
の
返
答
を

含
む
（
形
式
第
六
九
条
〇
一
）

第
六
九
条
〇
七

回

答

・
回
答
を
送
達
す
る
時
期
。

(

�)

第
一
九
条
〇
一(

�)

、(

抗
弁
の
お
く
れ
た
速
達
）
ま
た
は

第
六
九
条
一
〇(


)(

原
告
に
対
す
る
反
訴
お
よ
び
無
党
派
の
人)

、

訴
に
よ
る
請
求
に
反
対
し
よ
う
と
す
る
被
告
は
下
記
の
答
弁
書
を
送

達
す
る
も
の
と
す
る
。

�

訴
状
の
送
達
後
二
〇
日
以
内
に
、
被
告
が
オ
ン
タ
リ
オ
に
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お
い
て
送
達
さ
れ
た
場
所
に
、

�

訴
状
の
送
達
後
四
〇
日
以
内
に
、
被
告
が
カ
ナ
ダ
の
ど
こ

か
に
お
い
て
、
ま
た
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ど
こ
か
に
お
い
て

送
達
さ
れ
た
場
所
に
、

�

訴
状
の
送
達
後
六
〇
日
以
内
に
、
被
告
が
そ
の
他
の
ど
こ

か
で
送
達
さ
れ
た
場
所
に
、

・
防
禦
す
る
意
思
の
性
質

(

�)

訴
状
を
送
達
す
る
被
告
が
訴
訟
を
防
禦
し
よ
う
と
決
意
す
る

と
き
、
防
禦
す
る
意
思
の
通
知
を
、
答
弁
書
の
送
達
の
た
め
に
定
め

ら
れ
た
期
間
内
に
（
形
式
六
九
）
送
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

�)

定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
、
訴
訟
を
防
禦
す
る
意
思
の
通
知
を

送
達
す
る
被
告
は
、
第
一
項
に
定
め
ら
れ
た
期
間
を
加
え
て
一
〇
日

以
内
に
答
弁
書
を
送
付
す
る
べ
き
で
あ
る
。

第
六
九
条
〇
八

再
抗
弁

も
し
再
抗
弁
が
あ
れ
ば
、
答
弁
書
の
送

達
後
一
〇
日
以
内
に
送
達
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
六
九
条
〇
九

反

訴

・
い
つ
利
用
で
き
る
か
、

(

�)

原
告
に
対
し
て
な
ん
ら
か
の
請
求
を
す
る
被
告
は
、
訴
お
よ

び
費
用
の
棄
却
以
外
に
、
反
訴
の
方
法
で
そ
う
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

�)

主
た
る
訴
の
当
事
者
で
あ
る
か
ど
う
か
、
反
訴
の
必
然
的
ま

た
は
適
切
な
当
事
者
で
あ
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
被
告
は
原
告
に
対

し
て
反
訴
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
姦
通
に
引
き
込
ま
れ
た
と
主
張
す
る
人
。

(

�)

第
六
九
条
〇
三(

�)

お
よ
び
〇
四(

�)

（
姦
通
に
引
き
込

ま
れ
た
と
主
張
す
る
人
の
氏
名
お
よ
び
業
務
は
必
要
な
修
正
の
う
え
、

反
訴
に
適
用
さ
れ
る
。

・
反
訴
は
答
弁
書
と
同
じ
証
書
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
。

(

�)

被
告
は
反
訴
（
第
六
九
条
Ｆ
ま
た
は
第
六
九
条
Ｇ
）
答
弁
書

お
よ
び
訴
状
と
題
す
る
一
通
の
書
面
に
反
訴
お
よ
び
答
弁
を
含
め
る

も
の
と
す
る
。

・
救
済
の
請
求
。

(

�)

扶
養
の
請
求
ま
た
は
財
産
分
与
の
請
求
を
含
む
反
訴
に
は
、

請
求
さ
れ
た
救
済
の
性
質
に
よ
る
金
額
を
の
べ
る
も
の
と
し
、
か
つ
、

扶
養
料
が
請
求
さ
れ
れ
ば
、
各
被
害
の
た
め
の
金
額
を
含
む
。

・
反
訴
の
被
告
が
す
で
に
主
た
る
訴
訟
の
当
事
者
で
は
な
い
と
き
、

反
訴
に
よ
る
。

(
	)

す
で
に
主
た
る
訴
訟
の
相
手
方
で
な
く
な
っ
て
い
る
人
は
、

反
訴
の
被
告
と
さ
れ
、
答
弁
書
お
よ
び
反
訴
状
が




発
行
さ
れ
、

(
�)

主
た
る
訴
訟
に
お
け
る
答
弁
書
の
配
達
の
た
め
の
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規
則
第
六
九
条
〇
七
に
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
、
ま

た
は
被
告
が
欠
席
を
通
知
す
る
以
前
の
い
つ
で
も
、

ま
た
は

(
�)

そ
の
後
、
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
、

�

そ
れ
に
は
、
誰
れ
が
反
訴
と
な
る
請
願
者
で
あ
る
か
、
ま

た
反
訴
に
お
け
る
被
告
は
誰
れ
か
を
示
す
手
続
の
第
二
の
タ
イ

ト
ル
を
含
め
る
も
の
と
す
る
。

・
オ
ン
タ
リ
オ
以
外
で
の
サ
ー
ビ
イ
ス
。

(

�)

反
訴
は
、
裁
判
所
の
命
令
な
し
に
、
オ
ン
タ
リ
オ
以
外
で
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
九
条
一
〇

回
答
書
お
よ
び
反
訴
状
の
送
達
の
時
期
。

・
新
ら
し
い
当
事
者
が
も
ち
込
ま
れ
る
と
き
。

(

�)

反
訴
状
が
す
で
に
主
た
る
訴
訟
の
当
事
者
で
な
い
反
訴
の
原

告
お
よ
び
被
告
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
、
答
弁
書
お
よ
び
反
訴

状
は
、
そ
れ
ら
が
発
行
さ
れ
た
の
ち
、
以
前
に
主
た
る
訴
訟
の
当
事

者
に
送
達
さ
れ
た
訴
状
と
共
に
、
反
訴
の
被
告

す
で
に
主
た
る

訴
訟
の
当
事
者
で
は
な
い

に
送
達
さ
れ
、
か
つ
、
送
達
の
証
拠

と
共
に
フ
ァ
イ
ル
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

�

答
弁
書
お
よ
び
反
訴
状
が
発
行
さ
れ
た
の
ち
三
〇
日
以
内

ま
た
は
被
告
が
欠
席
と
通
知
さ
れ
る
以
前
、
も
し
く
は

�

そ
の
後
、
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
。

(

�)

答
弁
書
お
よ
び
反
訴
状
は
、
主
た
る
訴
訟
の
当
事
者
に
個
人

的
に
送
達
さ
れ
る
必
要
は
な
い
。
た
だ
し
、
反
訴
の
被
告
が
ま
た
主

た
る
訴
訟
の
一
方
当
事
者
で
あ
り
、
か
つ
、
主
た
る
訴
訟
を
防
禦
す

る
か
、
ま
た
は
そ
の
意
思
を
第
六
九
条
〇
四(

�)

に
よ
り
伝
え
な
か
っ

た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
六
九
条
一
一

反
訴
状
に
加
え
て
訂
正
答
弁
。(

�)

反
訴
を
含

ま
な
い
答
弁
書
を
提
出
し
た
被
告
が
原
告
に
対
し
て
の
み
、
ま
た
は

原
告
お
よ
び
主
た
る
訴
訟
に
す
で
に
当
事
者
と
な
っ
て
い
る
人
は
、

第
二
六
条
〇
二
お
よ
び
〇
三
に
従
っ
て
答
弁
書
を
訂
正
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

(

�)
(

�)

に
引
用
さ
れ
た
原
告
お
よ
び
他
の
人
々
に
対
し
て
反
訴

を
提
起
し
た
い
と
望
み
な
が
ら
、
主
た
る
訴
訟
の
一
方
当
事
者
で
な

い
人
は
、
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
、
第
二
六
条
〇
二
お
よ
び
〇
三
の

規
定
に
従
っ
て
、
登
録
係
に
変
更
さ
れ
た
回
答
を
行
わ
さ
せ
、
か
つ
、

第
二
六
条
〇
五
（
訂
正
さ
れ
た
訴
に
関
す
る
）
が
改
正
さ
れ
た
回
答

お
よ
び
反
訴
に
適
用
さ
れ
る
。

第
六
九
条
一
二

反
訴
へ
の
回
答
。

・
主
要
な
訴
訟
に
対
す
る
原
告
と
他
方
当
事
者
。

(

�)

す
で
に
主
た
る
訴
訟
の
当
事
者
で
あ
る
原
告
お
よ
び
他
方
の
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被
告
は
、
反
訴
状
の
送
達
よ
り
二
〇
日
以
内
に
、
反
訴
に
対
し
て
回

答
書
を
送
達
す
る
も
の
と
す
る
。

(

�)
原
告
が
主
た
る
訴
訟
に
お
い
て
答
弁
書
、
反
訴
に
対
す
る
回

答
書
を
返
送
す
る
と
き
、
返
答
書
は
「
反
訴
」
に
対
す
る
通
告
お
よ

び
回
答
を
含
む
も
の
と
す
る
。

・
被
告
に
よ
り
反
訴
状
に
付
け
加
え
ら
れ
る
。

(

�)
(

�)

ま
た
は
第
一
九
条
〇
一(

�)
(

抗
弁
の
お
く
れ
た
陳
述
）

に
定
め
ら
れ
た
例
外
を
除
い
て
、
主
た
る
訴
訟
の
当
事
者
に
ま
だ
な
っ

て
い
な
い
附
随
的
申
立
人
は
、
申
立
書
（
形
式
六
九
Ｈ
）
へ
の
返
答

を
伝
達
す
る
も
の
と
す
る
。

�

オ
ン
タ
リ
オ
に
お
い
て
、
返
答
お
よ
び
付
随
的
申
立
書
が

被
告
に
送
達
さ
れ
た
後
二
〇
日
以
内
に
。

�

返
答
お
よ
び
付
随
的
申
立
書
の
送
達
後
二
〇
日
以
内
に
、

付
随
的
申
立
書
が
カ
ナ
ダ
か
ま
た
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ど
こ

か
で
送
達
さ
れ
た
か
、
ま
た
は

�

返
答
お
よ
び
附
随
的
申
立
書
の
送
達
後
二
〇
日
以
内
に
、

反
訴
の
被
告
が
ど
こ
か
で
送
達
を
う
け
た
。

(

�)

す
で
に
主
た
る
訴
訟
の
当
事
者
で
な
い
反
訴
・
被
告
が
反
訴

状
の
送
達
を
う
け
、
訴
訟
を
防
禦
す
る
つ
も
り
で
あ
る
場
合
、
彼
ま

た
は
彼
女
は
「
訴
訟
を
防
禦
す
る
意
思
（
形
式
六
九
一
）
を
、
反
訴

へ
の
返
答
を
送
達
す
る
た
め
に
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
送
達
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

(

�)

定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
防
禦
の
意
思
の
表
明
を
送
達
す
る
反

訴
へ
の
被
告
は
、(

�)

に
定
め
ら
れ
た
期
間
に
加
え
て
反
訴
へ
の
解

答
を
一
〇
日
以
内
に
送
達
す
る
権
利
が
あ
る
。

第
六
九
条
一
三

反
訴
に
対
す
る
返
事
へ
の
回
答
。
本
訴
に
対
す
る

返
事
へ
の
回
答
（
形
式
六
九
一
）
が
も
し
あ
る
な
ら
ば
、
返
事
後
一

〇
日
以
内
に
送
達
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

第
六
九
条
一
四

財
政
的
説
明

・
要
求
さ
れ
る
と
き
。

(

	)

申
立
書
が
扶
養
請
求
ま
た
は
財
産
分
与
の
請
求
を
含
む
と
き
、

原
告
は
財
務
諸
表
（
形
式
六
九
Ｋ
）
を
フ
ァ
イ
ル
し
、
か
つ
、
申
立

書
と
共
に
、
被
告
配
偶
者
は
答
弁
と
共
に
、
財
務
諸
表
を
送
達
す
る

も
の
と
す
る
。

(

�)

申
立
書
に
お
い
て
、
扶
養
ま
た
は
財
産
分
与
が
請
求
さ
れ
な

い
が
、
し
か
し
か
か
る
請
求
が
反
訴
状
に
お
い
て
な
さ
れ
る
と
き
、

被
告
配
偶
者
は
答
弁
書
ま
た
は
反
訴
に
お
い
て
財
政
的
事
情
を
の
べ
、

反
訴
に
対
す
る
答
弁
と
共
に
財
政
的
陳
述
を
の
べ
る
も
の
と
す
る
。

・
財
政
的
陳
述
書
の
効
果
。

(

�)

細
則
の(

	)

お
よ
び(

�)

は
、
本
訴
の
も
と
で
両
配
偶
者
が
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財
政
的
陳
述
書
の
放
棄
を
申
し
立
て
た
と
き
、(

形
式
六
九
Ｌ)

、
本

法
の
も
と
で
の
扶
養
訴
訟
に
関
し
て
、(

�)

お
よ
び(

�)

は
適
用
し

な
い
。
し
か
し
、
両
配
偶
者
は
家
族
法
典
の
も
と
で
の
請
求
に
関
し

て
財
政
的
陳
述
書
を
提
出
す
る
義
務
を
放
棄
す
る
も
の
で
は
な
い
。

・
財
政
的
陳
述
書
を
伴
っ
て
い
な
い
場
合
、
登
録
係
は
証
書
を
拒
否

す
る
。

(

�)

財
政
的
陳
述
書
が
申
立
書
、
反
訴
状
ま
た
は
答
弁
書
と
共
に

フ
ァ
イ
ル
ま
た
は
提
出
さ
れ
る
べ
く
要
求
さ
れ
る
と
き
に
、
登
録
官

は
財
政
的
陳
述
書
の
発
行
ま
た
は
フ
ァ
イ
ル
な
し
に
申
立
書
、
反
訴

状
ま
た
は
答
弁
書
を
受
理
し
な
い
も
の
と
す
る
。

・
被
告
は
防
禦
し
な
い
と
き
で
も
、
フ
ァ
イ
ル
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

(

�)

扶
養
請
求
ま
た
は
財
産
分
与
請
求
を
防
禦
す
る
意
思
の
な
い

被
告
配
偶
者
は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
答
弁
書
ま
た
は
反
訴
状

を
提
出
す
べ
く
定
め
ら
れ
て
い
る
期
間
内
に
財
政
的
陳
述
書
を
提
出

す
べ
き
で
あ
る
が
、
し
か
し
被
告
配
偶
者
が
そ
う
し
な
い
こ
と
は
、

原
告
が
訴
訟
を
準
備
し
、
ま
た
は
判
決
の
た
め
に
動
く
こ
と
を
妨
げ

な
い
。

・
送
達
を
請
求
す
る
命
令
。

(

�)

被
告
配
偶
者
が
財
政
的
陳
述
書
を
答
弁
書
ま
た
は
反
訴
状
を

提
出
す
べ
く
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
提
出
し
な
か
っ
た
と
き
、
裁
判

所
は
特
定
の
期
間
内
に
財
政
的
陳
述
書
（
短
い
形
式
―
六
九
Ｍ
）
を

送
付
す
べ
く
要
求
す
る
命
令
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

�)

子
ど
も
の
監
護
の
事
件
に
お
い
て
、
苦
情
が
の
べ
ら
れ
た
と

き
、
裁
判
所
は
当
事
者
に
対
し
、
特
定
の
期
間
内
に
財
政
的
な
報
告

書
を
提
出
す
る
よ
う
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
財
政
的
な
陳
述
書
の
特
異
性

(

�)

財
政
的
な
陳
述
書
が
特
異
性
を
欠
く
と
き
、
夫
婦
の
一
方
は

特
異
性
を
要
求
し
、
も
し
他
方
当
事
者
が
七
日
以
内
に
そ
れ
ら
を
提

供
で
き
る
と
き
、
裁
判
所
は
相
当
と
判
断
す
る
期
間
内
に

	

特
異
性
を
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
届
け
る
れ
る
べ
く
命
令

す
る
か
、
ま
た
は
、




財
政
的
陳
述
書
を
削
除
し
、
か
つ
、
特
定
の
期
間
内
に
新

し
い
財
政
的
陳
述
書
が
届
け
ら
れ
る
よ
う
命
令
す
る
。

・
財
政
的
陳
述
書
ま
た
は
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
を
届
け
な
い
こ
と
に

対
す
る
制
裁
。

(
�)

夫
婦
の
一
方
が
財
政
的
陳
述
書
、
新
し
い
財
政
的
陳
述
書
ま

た
は
評
報
を
届
け
る
べ
き
命
令
に
従
わ
な
い
と
き
、

	

裁
判
所
は
配
偶
者
の
訴
を
斥
け
、
ま
た
は
彼
も
し
く
は
彼

女
の
答
弁
を
否
認
し
、
か
つ
、
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�

判
事
は
配
偶
者
に
対
し
て
裁
判
所
侮
辱
を
命
じ
る
こ
と
が

で
き
る
。

・
財
政
的
陳
述
書
に
つ
い
て
の
反
対
尋
問

(

�)

夫
婦
の
一
方
は
他
方
配
偶
者
の
財
政
的
陳
述
に
つ
い
て
反
対

尋
問
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

�)

財
政
的
陳
述
に
つ
い
て
の
反
対
尋
問
は

�

一
時
的
救
済
の
動
機
に
よ
り
、
か
つ
、

�

公
判
に
対
し
て
、
証
拠
開
示
の
た
め
の
尋
問
と
同
じ
方
法

に
よ
り
使
用
さ
れ
る
。

(

�)

審
理
の
た
め
に
訴
訟
を
開
始
す
る
も
の
と
決
定
さ
れ
た
夫
婦

の
一
方
ま
た
は
訴
訟
の
開
始
に
同
意
し
た
人
は
、
審
理
前
に
裁
判
所

の
許
可
な
し
に
他
方
配
偶
者
の
財
政
的
陳
述
に
つ
い
て
反
対
尋
問
を

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
し
か
し(

�)

な
い
し(
�)
に
お
い
て
課

せ
ら
れ
た
義
務
を
免
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

・
財
政
状
態
に
つ
い
て
訂
正
し
、
か
つ
、
反
対
尋
問
に
答
え
る
義
務
。

(

�)

財
政
的
陳
述
書
を
提
出
し
た
夫
婦
の
一
方
が
そ
の
後
、

�

財
政
的
陳
述
書
ま
た
は
そ
れ
に
対
す
る
反
対
尋
問
へ
の
返

答
が
、
そ
れ
が
な
さ
れ
た
と
き
に
不
正
確
か
不
完
全
で
あ
っ
た

か
、
ま
た
は

�

そ
の
中
に
含
め
ら
れ
た
情
報
に
実
質
的
な
変
更
が
あ
っ
た

こ
と
を
発
見
し
た
と
き
、

書
面
の
中
の
変
更
ま
た
は
訂
正
に
関
す
る
情
報
を
直
ち
に
他
方
配
偶

者
に
書
面
で
通
知
し
、
か
つ
、
細
則
三
一
・
〇
九(

	)

お
よ
び(


)

（
訂
正
の
た
め
の
解
答
お
よ
び
訂
正
し
な
い
と
き
へ
の
制
裁
）
を
必

要
な
修
正
の
う
え
、
使
用
す
る
。

(

�)

財
政
的
陳
述
書
を
う
け
取
っ
た
配
偶
者
は
、
審
理
の
開
始
前
、

少
な
く
と
も
七
日
前
ま
で
に
、
新
ら
し
い
陳
述
書
を
送
付
す
る
も
の

と
す
る
が
、
し
か
し
、
裁
判
所
の
許
可
が
な
け
れ
ば
、
新
ら
し
い
陳

述
書
に
も
と
づ
い
て
、
審
理
前
に
反
対
尋
問
を
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

・
純
家
族
財
産
の
陳
述
。

(

�)

財
産
分
割
の
請
求
が
な
さ
れ
る
訴
訟
に
お
い
て
、
夫
婦
各
自

は
純
家
族
財
産
の
陳
述
（
型
式
六
〇
Ｎ
）
を
少
な
く
と
も
下
記
の
各

七
日
前
に
送
達
す
る
も
の
と
す
る
。

１
、
審
理
前
の
協
議

２
、
判
決
申
立

３
、
審

理

第
六
九
条
一
五

中
間
的
救
済
、

・
申
立
の
通
知
。

(

�)

仮
の
救
済
の
た
め
の
動
機
の
通
知
は
、
企
図
さ
れ
て
い
る
正
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確
な
救
済
（
各
扶
養
家
族
の
た
め
に
要
求
さ
れ
る
扶
養
料
の
額
を
含

む
）
を
の
べ
る
も
の
と
す
る
。

・
申
立
前
の
協
議

(

�)

動
機
を
聞
き
取
る
に
当
っ
て
、
裁
判
所
は
争
点
の
一
部
ま
た

は
全
部
を
解
決
す
る
可
能
性
を
考
慮
す
る
た
め
、
申
立
前
の
協
議
を

命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

�)

申
立
前
の
協
議
の
費
用
は
、
訴
訟
費
用
の
一
部
と
し
て
評
価

さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
協
議
を
誘
導
す
る
判
事
ま
た
は
マ

ス
タ
ー
が
他
の
方
法
を
命
じ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

(

�)

第(

�)

項
の
も
と
で
申
立
前
の
協
議
を
行
う
裁
判
官
ま
た
は

職
員
は
、
中
間
的
救
済
、
審
理
、
仲
裁
合
意
ま
た
は
判
決
申
請
を
し

な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
審
理
前
の
協
議
が
訴
訟
の
す
べ
て
の

争
点
を
解
決
し
、
そ
れ
を
司
会
し
た
判
事
が
当
事
者
の
合
意
の
も
と

で
の
裁
判
の
動
議
を
司
会
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

・
書
面
に
よ
る
解
決
の
提
案
と
中
間
的
な
申
請
の
費
用

(

�)

費
用
に
関
し
て
彼
ま
た
は
彼
女
が
考
え
を
め
ぐ
ら
す
に
当
り
、

内
部
的
救
済
の
た
め
の
動
議
を
聞
く
判
事
ま
た
は
職
員
は
当
事
者
に

も
と
づ
く
解
決
の
た
め
の
書
面
に
よ
る
提
案
の
申
請
の
有
無
を
考
慮

す
る
も
の
と
す
る
。

・
中
間
的
な
申
請
に
従
わ
な
い
こ
と
。

(

�)

当
事
者
の
一
方
が
中
間
的
な
救
済
の
命
令
に
従
わ
ず
、
裁
判

所
が
該
当
事
者
は
命
令
に
従
う
こ
と
が
で
き
る
と
判
断
す
る
と
き
。

裁
判
所
は
訴
訟
の
審
理
を
延
期
す
る
か
、
訴
え
を
斥
け
る
か
、
ま
た

は
欠
席
当
事
者
の
訴
え
ま
た
は
宣
誓
供
述
書
を
削
除
す
る
。

第
六
九
条
一
六

子
ど
も
の
弁
護
士
の
報
告
書

・
調
査
す
る
意
思
の
通
知
お
よ
び
レ
ポ
ー
ト

(

�)

子
ど
も
の
弁
護
士
が
、
子
ど
も
の
監
護
お
よ
び
面
接
に
関
し

て
調
査
し
、
裁
判
所
に
報
告
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
彼
ま
た
は
彼
女

は
そ
の
意
思
（
書
式
六
九
〇
）
を
当
事
者
に
通
知
し
、
か
つ
、
送
達

の
証
拠
の
コ
ピ
ー
を
共
に
フ
ァ
イ
ル
す
る
も
の
と
す
る
。

(

�)

欠
席
の
通
知
を
し
た
一
方
当
事
者
へ
の
通
知
の
サ
ー
ビ
イ
ス

は
、
裁
判
所
が
別
の
方
法
を
命
じ
る
と
き
は
別
と
し
て
、
当
事
者
が

彼
ま
た
は
彼
女
の
最
後
に
知
れ
て
い
る
住
所
に
郵
送
す
る
も
の
と
す

る
。

・
書
面
を
子
ど
も
の
弁
護
士
に
送
達
す
る
。

(

�)

子
ど
も
の
弁
護
士
が
通
知
を
一
方
当
事
者
に
送
る
場
合
に
、

送
達
を
う
け
た
当
事
者
は
申
立
の
通
知
ま
た
は
他
の
書
面
（
子
ど
も

の
監
護
、
面
接
、
扶
養
ま
た
は
教
育
に
関
す
る
書
面
）
を
送
達
す
る
。

・
子
ど
も
の
弁
護
士
に
よ
る
開
示
。

(

�)

子
ど
も
の
弁
護
士
が
通
知
を
送
達
し
た
と
き
、
彼
ま
た
は
彼
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女
は
、
子
ど
も
の
監
護
ま
た
は
子
ど
も
と
の
面
接
ま
た
は
子
ど
も
の

扶
養
ま
た
は
教
育
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
開
示
を
う
け
る
権
利

が
あ
る
。

・
報
告
書
の
サ
ー
ビ
イ
ス
。

(

�)

子
ど
も
の
弁
護
士
は
、
前
示(

�)

の
も
と
で
の
通
知
後
三
〇

日
以
内
に
、
彼
ま
た
は
彼
女
の
子
ど
も
の
監
護
ま
た
は
子
ど
も
と
の

面
接
、
子
ど
も
の
扶
養
、
勉
学
に
関
す
る
彼
ま
た
は
彼
女

の
レ
ポ
ー
ト
を
作
制
し
て
当
事
者
に
送
達
し
、
か
つ
、
レ
ポ
ー
ト
の

コ
ピ
ー
を
、
も
し
あ
る
な
ら
ば
、
サ
ー
ビ
イ
ス
の
証
拠
と
共
に
フ
ァ

イ
ル
す
る
も
の
と
す
る
。

(

�)

前
示(

�)

は
、
必
要
な
修
正
を
加
え
、
レ
ポ
ー
ト
の
送
達
に

適
用
す
る
。

・
レ
ポ
ー
ト
を
め
ぐ
る
論
争
。

(

�)

レ
ポ
ー
ト
の
送
付
を
う
け
る
一
方
当
事
者
は
、
す
べ
て
の
他

方
当
事
者
が
関
心
を
も
っ
て
い
る
子
ど
も
の
扶
養
ま
た
は
勉
学
を
め

ぐ
っ
て
、
そ
の
中
の
陳
述
ま
た
は
そ
れ
を
支
持
す
る
宣
誓
供
述
書
を
、

レ
ポ
ー
ト
の
送
達
後
一
五
日
以
内
に
、
子
ど
も
の
た
め
の
送
達
の
証

拠
と
共
に
フ
ァ
イ
ル
す
る
。

(

�)

子
ど
も
の
弁
護
士
が
第
一
項
の
下
で
通
知
を
送
達
し
た
場
合
、

訴
訟
は
審
理
さ
れ
ず
、
か
つ

�

す
べ
て
の
議
論
が
フ
ァ
イ
ル
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
フ
ァ
イ

ル
時
期
が
す
ぎ
去
る
か
、
ま
た
は

	

子
ど
も
と
の
面
接
ま
た
は
子
ど
も
の
扶
養
ま
た
は
勉
学
に

関
心
の
あ
る
す
べ
て
の
当
事
者
が
レ
ポ
ー
ト
を
議
論
す
る
権
利

を
放
棄
（
型
式
六
〇
Ｐ
）
す
る
ま
で
、
判
決
の
申
立
は
審
理
さ

れ
な
い
。

・
以
前
の
規
則
の
適
用
。

(


)

一
九
八
九
年
二
月
二
日
に
よ
ま
れ
た
規
則
七
〇
―
一
六
は
引

続
い
て
、
そ
の
日
付
以
前
に
開
始
さ
れ
た
離
婚
訴
訟
に
適
用
す
る
。
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